２００４年４月８日


東洋紡は、環境に優しいアルミニウム系の新しいポリエステル重合触媒を世界で

初めて開発しました。

１．はじめに

　(1)　ポリエステル（ＰＥＴ）は繊維、フィルム、ボトル、エンジニアリングプラスチック、塗料、バインダーなど、私たちの身の回りの多くの製品に使われています。

　(2)　ポリエステルは強度、耐熱性、加工のしやすさなど、多くの優れた特長を持ち、

　　最も幅広い用途に使われている樹脂素材の一つです。その量は世界で

　　約４０００万トン/年、日本で約１９０万トン／年、生産されています。

　(3)　ポリエステルは焼却の際にダイオキシンなどの有毒ガスが発生しない、環境にやさしい樹脂素材として、塩ビなど他素材からの置き換えが進んでいます。

(4)　ポリエステルの重合触媒は、ポリエステルの品質や生産効率を左右する重要な物質で、近年ポリエステル製造技術の中で熾烈な開発競争が行われている分野です。

２．開発の背景

(1) ポリエステルの重合触媒には、アンチモン系、ゲルマニウム系、チタン系など

　がありますが、アンチモン系が現在、最も多く使われています。
　(2)　各触媒は性能やコストの面で一長一短があります。

　　ａ．アンチモン系は安価ですが、重金属処理問題など環境への影響が課題です。

　　　また、レジンがややくすんだ色調になりやすい問題があります。

　　ｂ．ゲルマニウム系は透明度の高いレジンが得られますが、コストが高い問題を

　　　かかえています。

　　ｃ．チタン系は活性の高い触媒ですが、レジンが黄ばむ傾向があり熱安定性に弱点があります。

　(3)　このため、重金属を使わないで環境に優しく、しかも性能バランスが良く安価な触媒が求められており、内外のＰＥＴメーカーはこぞって開発を進めています。

(4) このたび当社は、独自のアプローチによりアンチモン系でも、チタン系でも、

　　ゲルマニウム系でもない、アルミニウム系重合触媒の開発に世界で初めて成功

　　しました。

　　　　この技術は、従来のポリエステル触媒の技術にはなかった極めて独創性の高い

　　　ものであり、５０年以上にわたるポリエステルの歴史の中でも、画期的な発明と

　　　言えるものです。

３．新触媒の特長

　　本触媒は、触媒に求められる各性能について高いレベルでバランスが取れています。

種　　類
アンチモン
チ　タ　ン
ゲルマニウム
アルミニウム

PET色調
○
△
◎
◎

環境への影響
△
○
○
◎

コスト
◎
○
×
△

　(1)　透明度が高く調色剤の添加不要

アンチモン系、チタン系に比べて色調が明るく、黒ずみや黄ばみのないレジンが得られます。透明度の高さではゲルマニウム系に匹敵します。
　(2)　優れた熱安定性

　　　アンチモン系、チタン系に比べて熱安定性に優れており、使いやすい触媒です。

(3)　環境対応性

環境にやさしい次世代型の触媒です。

４．生産技術の確立

バッチ重合、連続重合のいずれでも使用できます。

５．今後の事業展開

　(1)　事業展開

技術ライセンス事業を中心に触媒販売事業も開始します。

ａ．すでにボトル用で性能評価がスタートしています。すべての用途で展開します

　が、多くの用途で品質や操業性の改善も認められます。

ｂ．海外の有力繊維メーカー、触媒メーカー、プラントメーカーからも、引き合い

　が相次ぐなど、高い評価を受けています。

　(2)　営業目標（売上高）

　　　２０１０年度　１００億円
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